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令和４年度における障害者虐待に関する相談・通報等の状況について 

（令和４年４月１日～令和５年３月 31日） 

 

（１）相談・通報件数等                                         （単位：件） 

 

（注）相談・通報件数は、県 17件、市町村 74件。 

 

（２）相談・通報経路（重複あり）                     （単位：件） 

 

（注）構成割合は、（１）の相談・通報件数 91件に対応するもの         ※７件重複あり 

 

（３）虐待の種別・類型（重複あり）     （単位：件） 

 
                                 ※９件重複あり 

 

（４）被虐待者の状況 

ア. 被虐待者の障害種別（重複あり）                    （単位：人） 

 

                                ※１件重複あり 
 
イ.  被虐待者の性別                 （単位：人） 

 



2 

 

 ウ.被虐待者の年齢                          （単位：人） 

 

 

（５）虐待者等の状況（養護者による虐待の場合） 

虐待者の続柄                                  （単位：人） 

 

 

（６）虐待への対応 

ア.養護者による虐待（市町村の対応） 

 

（ア）虐待への対応策としての分離の有無          （単位：件） 

 
（イ）分離を行った事例における対応の内訳        （単位：件） 

 
（ウ）分離を行っていない事例における対応の内訳（重複あり）（単位：件） 

 

件数

2

1

1

1

特別養護老人ホームへの入所 1

5

契約による障害福祉サービスの利用①

身体障害者福祉法又は知的障害者福祉法に基づくやむを得ない事由等による措置②

①、②以外の方法による一時保護

医療機関への一時入院

その他

　　計

件数

10

2

4

1

6

23

再発防止のための定期的な見守りの実施

その他

　　計

養護者に対する助言・指導（介護負担軽減のための事業に参加した事例を除く）

養護者が介護負担軽減等のための事業に参加

被虐待者が新たに障害福祉サービスを利用

既に障害福祉サービスを受けているが、サービス等利用計画を見直した

被虐待者が障害福祉サービス以外のサービスを利用



3 

 

イ. 施設従事者等による虐待 

（ア）虐待者の職種                     （単位：人） 

 

（イ）虐待のあった障害者福祉施設等の種別 （単位：件） 

 

（ウ）虐待への対応                  （単位：件） 

 

 

ウ.使用者による虐待 

使用者による虐待については、時間外労働分の賃金の未払いや、法定の除外事由

なく、最低賃金未満で就労させたことによる経済的虐待などであり、労働局において

対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

人数

生活支援員 1

計 3

世話人

その他 1

2施設・事業所に対する指導

件数

その他(虐待対応ケース会議を開催)

計

2

6

1

1

施設・事業所からの改善計画の提出依頼

虐待を行った障害者福祉施設従事者等への注意・指導
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＜参考＞ 

 

障害者虐待防止法施行後（H24.10月～）の状況 

 

○通報件数の推移 

 
 

○虐待の事実が認められた件数の推移 

 
 

○被被虐者数の推移 

 
 

相談・通報件数 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

養護者 36 28 29 37 36 34 52 40 50 54

施設従事者等 2 10 5 12 18 24 16 18 21 18

使用者 18 16 22 22 28 37 25 17 88 15

その他 4 7 6 5 5 11 2 5 0 4

60 61 62 76 87 106 95 80 159 91計


